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（（（（mgmgmgmg////LLLL))))

収穫後収穫後収穫後収穫後のののの培養液中培養液中培養液中培養液中にににに残残残残るるるる窒素量窒素量窒素量窒素量をををを削減削減削減削減収穫後収穫後収穫後収穫後のののの培養液中培養液中培養液中培養液中にににに残残残残るるるる窒素量窒素量窒素量窒素量をををを削減削減削減削減

するするするする水耕水耕水耕水耕ネギネギネギネギのののの新新新新しいしいしいしい培養液培養液培養液培養液のののの開発開発開発開発するするするする水耕水耕水耕水耕ネギネギネギネギのののの新新新新しいしいしいしい培養液培養液培養液培養液のののの開発開発開発開発

水耕水耕水耕水耕ネギネギネギネギ栽培栽培栽培栽培ではではではでは１１１１年間年間年間年間にににに６６６６作作作作しますがしますがしますがしますが，，，，収穫後収穫後収穫後収穫後にににに培養液培養液培養液培養液をををを交換交換交換交換しししし，，，，

廃棄廃棄廃棄廃棄していますしていますしていますしています。。。。そこでそこでそこでそこで，，，，収穫後収穫後収穫後収穫後のののの培養液中培養液中培養液中培養液中にににに残残残残るるるる窒素量窒素量窒素量窒素量をををを削減削減削減削減するたするたするたするた

めめめめ，，，，濃度濃度濃度濃度をををを低減低減低減低減したしたしたした新新新新しいしいしいしい培養液培養液培養液培養液をををを開発開発開発開発しましたしましたしましたしました。。。。
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• 従来従来従来従来のののの培養液培養液培養液培養液はははは，，，，野菜野菜野菜野菜のののの水耕栽培水耕栽培水耕栽培水耕栽培にににに使用使用使用使用するするするする園試処方園試処方園試処方園試処方のののの3/43/43/43/4のののの濃度濃度濃度濃度のののの培養液培養液培養液培養液

（（（（3/43/43/43/4））））をををを用用用用いていますいていますいていますいています。。。。培養液濃度培養液濃度培養液濃度培養液濃度のののの低減低減低減低減のためにのためにのためにのために，，，，園試処方園試処方園試処方園試処方のののの1/21/21/21/2のののの濃濃濃濃

度度度度のののの培養液培養液培養液培養液（（（（1/21/21/21/2））））にするとにするとにするとにすると，，，，収量収量収量収量がががが低下低下低下低下しましたしましたしましたしました（（（（図図図図１１１１）。）。）。）。

• そこでそこでそこでそこで，，，，アンモニアアンモニアアンモニアアンモニア態窒素態窒素態窒素態窒素とととと微量成分微量成分微量成分微量成分をををを従来従来従来従来のののの培養液培養液培養液培養液とととと同同同同じじじじ濃度濃度濃度濃度（（（（1/21/21/21/2改改改改

善善善善））））にするとにするとにするとにすると，，，，収量収量収量収量はははは従来従来従来従来とととと同同同同じになりましたじになりましたじになりましたじになりました（（（（表表表表１１１１，，，，図図図図１１１１）。）。）。）。

• 1/21/21/21/2改善培養液改善培養液改善培養液改善培養液をををを用用用用いるといるといるといると，，，，収穫後収穫後収穫後収穫後にににに培養液中培養液中培養液中培養液中にににに残残残残るるるる窒素量窒素量窒素量窒素量をををを，，，，従来従来従来従来にににに比較比較比較比較

してしてしてして75%75%75%75%削減削減削減削減できますできますできますできます（（（（図図図図２２２２）。）。）。）。

表表表表１１１１ 開発開発開発開発したしたしたした培養液培養液培養液培養液のののの肥料成分濃度肥料成分濃度肥料成分濃度肥料成分濃度

1/2改善培養液改善培養液改善培養液改善培養液のののの収量収量収量収量

はははは 3/4（（（（従来従来従来従来））））とととと同同同同じじじじ

1/2改善培養液改善培養液改善培養液改善培養液はははは

3/4（（（（従来従来従来従来））））にににに比較比較比較比較してしてしてして

窒素量窒素量窒素量窒素量をををを75%削減削減削減削減

今後今後今後今後，，，，収穫後収穫後収穫後収穫後にににに培養液培養液培養液培養液をををを交換交換交換交換をしないでをしないでをしないでをしないで栽培栽培栽培栽培できるできるできるできる技術技術技術技術をををを目指目指目指目指しますしますしますします。。。。
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図図図図２２２２ 異異異異なるなるなるなる濃度濃度濃度濃度のののの培養液培養液培養液培養液におけるにおけるにおけるにおける収穫後収穫後収穫後収穫後にににに残残残残るるるる窒素量窒素量窒素量窒素量（（（（1年年年年5作作作作のののの平均平均平均平均））））

図図図図１１１１ 異異異異なるなるなるなる濃度濃度濃度濃度のののの培養液培養液培養液培養液におけるにおけるにおけるにおけるネギネギネギネギのののの収量収量収量収量

a水耕ベット10aあたり，1年5作の平均


